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要旨

土星表層大気の鉛直温度構造を概観する.
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1 土星大気の鉛直温度分布

図 1は模式的な木星と土星の温度の鉛直分布である. 縦軸が linear scale の高度に
なっていることに注意せよ.

図 1.模式的な木星 (左図)と土星 (右図)の温度の鉛直分布. 雲層の存在が予想さ
れる高さを記してある ( Hunt 1983 ).
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1.1 緯度による違い

図 2はボイジャー探査機の赤外放射観測から得られた緯度別の温度鉛直分布である.

●温度が極小となる高度 (対流圏界面) はどの緯度でもほぼ 100mb あたりである.

●対流圏 500mb以上での温度分布は, ほぼ断熱温度減率～0.9 K km−1 にしたがう.

図 2.ボイジャーの観測による緯度別の土星の温度鉛直分布. V1はボイジャー 1

号, V2は 2号機の観測結果であることを示す. 実線は Hanel et al. ( 1981,

1982 ), 点線は Tyler et al. ( 1981, 1982 ) の結果による ( Prinn et al. 1988 ).

○練習問題 : 対流圏が断熱温度減率にしたがうことを確認せよ.
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図 3は図 2の特定の緯度の温度鉛直分布を取り出して比較したものである. 参考の
ために木星の温度分布ものせてある.

● 10mb～300mbの温度は北半球側が南半球側にに比べて数K～10K程度低い. ボ
イジャーの観測期はちょうど南半球が春になったところ1にあたる.

図 3.ボイジャーの観測による緯度別の土星の温度鉛直分布 ( Hanel et al. 1981,

1982 )

1土星の春は約 7年間続く.
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2 上層の温度鉛直分布と組成の鉛直分布

図 4はさそり座 δ星の掩蔽 (えんぺい,Occultation)をボイジャー 2号の紫外分光装
置 (UVS)で観測して得られた土星上層大気の温度および組成の鉛直分布である.

図 4. 土星上層大気 (1bar以下)の温度および組成鉛直分布 ( Festou and Atreya

1982 ).
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